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2024 年 9 月期第 2 四半期決算説明会 スクリプト並びに質疑応答要旨 

 

記 
 

2024 年 5月 28 日開催の 2024 年 9 月期第 2四半期決算説明会における説明会時のスクリプト並びに

質疑応答要旨を本紙 2 ページ目以降に記載しております。なお、内容については、一部、ご理解いただ

きやすいよう表現の変更や加筆・修正を行っています。 

 

【2024 年 9 月期第 2四半期決算 ご参考資料】   

 

●決算短信  

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05165/d290e673/11bf/4026/a9e7/be19029e5f9d/140120240513592792.pdf 

●決算説明資料 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS05165/fdc9af5c/7cc6/45fa/9acc/05e0d1f1fa7a/140120240528510210.pdf 

以上 
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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社 FCE 

 

[企業 ID]  9564 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2024 年 9 月期 第 2 四半期決算説明会 

 

[決算期]  2024 年 9 月期 第 2 四半期 

 

[日程]   2024 年 5 月 28 日  

 

[ページ数]  41 

  

[時間]   17:00 – 17:47 

（合計：47 分、登壇：45 分、質疑応答：2 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[登壇者]  3 名 

代表取締役社⾧  石川 淳悦 （以下、石川） 

取締役 (DX 推進事業担当) 永田 純一郎（以下、永田） 
取締役 (教育研修事業担当)    尾上 幸裕 （以下、尾上） 
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登壇 

 

司会：お待たせいたしました。ただいまより、株式会社 FCE 、2024 年 9 月期第 2 四半期決算説明

会を開催いたします。 

最初に登壇者を紹介いたします。代表取締役社⾧、石川でございます。DX 推進事業担当取締役、

永田でございます。教育研修事業担当取締役、尾上でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

本日の説明会の進行でございますが、初めに弊社よりプレゼンテーションいたしまして、そのあ

と、参加者の皆様からご質問を頂戴したいと思います。なお、説明会終了後、ご退出の際にアンケ

ート画面が表示されますので、アンケートのご協力をお願いいたします。 

本日の Web 説明会は IR 活動の記録用として録画させていただいております。ご了承くださいます

よう、お願いいたします。 

最後に、ご参加の皆様へ注意事項がございます。本説明会の録画、録音、スクリーンショットをイ

ンターネットや SNS で掲載することはお控えくださいますよう、お願いいたします。本説明会は

後日、スクリプトを掲載する予定でございます。 

それでは、説明をよろしくお願いいたします。 

石川：あらためまして、決算説明会にご参加いただきありがとうございます。FCE 代表の石川で

す。私からは会社概要、そして全社的なトピックス及び決算関係に関する説明をさせていただきま

す。DX 推進事業分野は担当取締役の永田が、そして教育研修事業分野は担当取締役の尾上がその

後に説明をいたします。よろしくお願いいたします。 
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まず、私達の存在目的を意味するパーパスは「チャレンジあふれる未来をつくる」です。そのパー

パスを実現するためのミッションは「『人』×『Tech』で人的資本の最大化に貢献する」、大き

く分けますと、DX 推進事業と教育研修事業の 2 本の柱を展開しています。 
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スライド部分で、ミッションと私達が展開する事業領域の関係性を説明いたします。 

皆さんもご存じのとおり、今後、人口減少によって不足していく労働力をどのように確保していく

のか、これが重要な社会の課題になっています。これを放置すれば生産力が落ちていくばかりで

す。私達はもう従前から人をコストと捉える「人的資源」という捉え方ではなくて、人の能力やス

キルを「人的資本」と捉え、その最大化に向けた事業を展開してまいりました。 

人口減少による生産力の低下を解決していくためには、人的資本への投資とその不足分を解決する

ソリューションへの投資の二つが必要だと私達は考えています。私達は、DX 推進事業によりまし

て人的資本の不足をテクノロジーで補い、さらには教育研修事業によって人的資本への投資を支援

することで、生産性の向上を実現してまいります。 

 

会社概要と事業ポートフォリオです。教育研修事業からスタートをした私達ですが、DX 推進事業

の売上に占める割合が 50%を超えました。もちろん今後も教育研修事業も拡大していきますが、

今後は DX 推進事業の占める割合が、大きくなっていきます。 

また、ストック売上も全体の約 80%になっており、安定性が増しています。 
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2024 年の 9 月期第 2 四半期のエグゼクティブ・サマリーです。業績は、売上高が前年同期比で

12.4%増の 23 億 8,700 万円、経常利益が同 34.7%増の 5 億 3,400 万円となりました。 

トピックとしましては記載している 6 つでございます。後ほど、これに関しては詳しくご説明をさ

せていただきます。 
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KPI サマリーです。当社のプロダクトでございます、RPA ロボパット DX と Smart Boarding の 2

つは、SaaS 型のビジネスと捉えております。SaaS 型ビジネスの数字を切り出しますと、第 2 四

半期末の時点で MRR は 2 億 5,100 万円となりました。内訳は RPA ロボパット DX が 2 億 1,500

万円、Smart Boarding が 3,600 万円です。 

KPI としております導入企業数です。3 月末時点で RPA ロボパット DX が 1,291 社、Smart 

Boarding は 744 社となっております。中期経営計画対比で、残り半分を残して、いずれも進捗率

が 100%を超えています。 

また、1 社当たりの平均単価である ARPU においても、RPA ロボパット DX が 16 万 6,000 円、そ

して Smart Boarding が 4 万 8,000 円となっておりまして、前年同期比でもプラスになっていま

す。 
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こちらが本日の本編のアジェンダになります。最初に、私から 2024 年 9 月期第 2 四半期トピック

スと業績をお話させていただきまして、先ほどもお伝えしましたが、DX 事業分野は永田が、そし

て教育研修事業分野におきましては尾上が説明をしてまいります。 
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私からご説明をするトピックスは全部で 6 つあります。まず 1 つ目です。 

東証プライム市場の上場企業であります、リンクアンドモチベーション社と資本業務提携に関する

基本合意書を締結させていただきました。最終的な締結予定日は 8 月 9 日を予定をしておりますけ

れども、どのように進めていくかなどの詳細は、協議の真っ最中でございます。 

 

次に、資本提携により期待している内容です。まずは顧客基盤の補完に関する事項です。当社は

元々、主として中堅・中小企業を中心に顧客基盤を展開をしてきたわけでございますけれども、

DX 推進事業におきましても、教育研修事業におきましても、顧客構成において約 7 割が従業員数

300 名以下となっております。 

比較するに、リンクアンドモチベーション社は大手企業を中心に約 1,500 社に、主なサービスのコ

ンサル・クラウド事業を展開してまいりました。両者が得意とする顧客基盤が相互補完の関係にあ

って、今後、お互いの商品サービスをクロスセルしていくことができるのではないか、そう期待を

しております。 

そういった意味合いでは、2 番の Smart Boarding、そして 5 番目の RPA ロボパット DX の更なる

事業拡大が見込めるのではないかなと強く期待をしております。 

また 3 番目の教育研修コンテンツや、4 番のフォーサイトにおきましても、リンクアンドモチベー

ション社のグループ会社で、教育委員会をかなりたくさん顧客層として持っているグループ会社と
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連携して、この部分に関してもさらに拡販が進んでいくのではないかというところを強く期待して

いるところでございます。 

 

トピックスの 2 つ目です。配当方針の変更と株主優待制度の変更をいたしました。配当は上場後今

まで行っておりませんでしたけれども、株主の皆様への還元等を考慮しまして、配当性向 25%と

します。仮にの試算でありますけれども、23 年 9 月期、前期の配当性向 25%だとしたならば、1

株当たり 8 円 53 銭の期末配当となります。 

 

次に、株主優待制度の変更でございます。FCE プレミアム優待倶楽部の株主優待ポイントを、今

まで保有株式数に応じて贈呈してきたわけでございますけれども、保有株式数 100 株以上で 1,000

円相当のクオカードを贈呈に変更をいたします。その先、25 年 9 月以降になりますけれども、配

当による株主還元を充実していく方針でございまして、株主優待制度に関しては一旦、休止の方針

で考えています。 
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トピックの 3 つ目です。2023 年 11 月よりトライアルで始動し始めていた生成 AI プロンプトプラ

ットフォームの ChatFCE を、正式に FCE プロンプトゲートと名称を変更し、タレントとして、今

活躍している 山崎怜奈さんをイメージキャラクターに起用して、本格展開を開始いたしました。 

現在、早期に 1,000 社の代理店を作るべく、代理店制度の拡大を進めております。代理店の獲得営

業を本格的に始めてまだ 1 ヶ月足らずですが、50 社以上の確度の高い見込み先が上がってきてい

ます。今の段階では、もう我々の期待以上の好反応だというふうに思っておりまして、急ぎ人員を

増員するという準備を始めました。 
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トピックスの 4 つ目です。スライドの左側にあります、研修事業のトレーニング・カンパニー事業

部が、ベストセラーでもあります『⿁速 PDCA』で有名な東証グロース企業の ZUU 社と業務提携

を締結いたしました。『⿁速 PDCA』のノウハウを、今まで私達が提供してきた会議型コンサルテ

ィング、xDrive に取り入れまして、⿁速 PDCAxDrive という名称で今後、さらによりブラッシュ

た内容を提供していきます。 

そしてトピックスの 5 つ目です。スライドの右側ですね。FCE グループは、「働きがいのある会

社」ランキングにおきまして、2024 年は中規模部門第 5 位ということで、今年もベストカンパニ

ーに入賞することができました。これで 10 年連続ベストカンパニーに入賞したということになり

ます。 

評価いただいたポイントは、「チャレンジあふれる未来をつくる」を経営理念として、従業員一人

一人がそこに向かって、自ら働きがいを高められ、そんな組織風土を作っているというところを一

番強く評価をされた次第でございます。 
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トピックスの 6 つ目になります。2024 年 9 月期中を目途に、ホールディングス制度を解消するこ

とを検討してまいりました。今、グループの統合を随時進めております。ホールディングス制度を

解消することによって、より大きな事業間シナジーと人財交流の活性化、そして施策遂行のスピー

ドが加速することが期待できるとともに、コストダウンの効果も見込めてまいります。 

もう既に、いわゆる成果が出始めておりまして、右のグラフの上のところを見ていただきますと、

トレーニング・カンパニー事業本部とプロセス&テクノロジー事業本部、この相互顧客の紹介件数

が、右肩上がりに上がってきているということが見て取れるのではないかと思います。 

特に、年明けより、相互紹介のためのシナジープロジェクトなるものがあるのですが、それを強力

に推進した結果、大体、毎月約 100 件の相互紹介が起きてるという状況になってまいりました。 
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では次に、2024 年の 9 月期第 2 四半期の業績についてご説明をいたします。 

決算の概要です。数値はスライドのとおりです。売上高、営業利益、経常利益ともに前年比増とな

りました。上期の 6 ヶ月累計で、売上高 23 億 8,700 万円、営業利益 5 億 3,000 万円、経常利益 5

億 3,400 万円、純利益 3 億 4,500 万円、EBITDA が 5 億 5,400 万円、そして経常利益率が 22.4%で

ございます。 
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第 2 四半期、この上期 6 ヶ月累計の売上高の前年同期のグラフです。全体としては前年同期比で 2

億 6,200 万円の増収、そして成⾧率は 12.4%となりました。 

 

経常利益の前年同期比のグラフです。全体としては、前年同期比で 1 億 3,700 万円の増益、成⾧率

は 34.7%となっております。 
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続いて、24 年 3 月末時点でのバランスシートの状況です。2023 年 9 月末の残高との比較になりま

すけれども、現金及び預金は賞与支払や納税等などの季節性もございまして、マイナス 3 億 6,300

万円と、18 億 8,300 万円となりました。 

純資産合計は、利益剰余金増加によりましてプラス 3 億 4,900 万円となりまして、20 億 5,400 万

円となっております。 
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事業セグメント別の業績実績です。DX 推進事業は、売上高におきましては前年同期比プラス

21.4%の成⾧となりました。売上高は導入社数に伴い積み上がってまいりますので、四半期ごとに

逓増してまいります。DX 推進事業の説明の際にも詳しく触れますけれども、ユーザーが選ぶ「最

強 IT ツール」ランキング 2023 でナンバーワンを獲得しました。そのため、営業が大変やりやす

くなりまして、大変な好調の期間でございました。 

また、先ほども触れましたが、事業間の相互紹介が奏功しまして、成⾧率は引き続き 20%を超え

る水準となっております。グループ全体に締める売上の割合が通期見込みで半分以上となりまし

て、これからのグループの成⾧を引っ張っていく事業分野でございます。 

なお、RPA ロボパット DX の導入社数でございますけれども、2024 年 3 月末時点で 1,291 社とな

りました。5 月 27 日に 1,300 社を超えましたというリリースもさせていただいております。 

先ほども伝えましたけれども、2024 年、今期末の中計目標 1,250 社に対して、既に進捗率は

103.3%ということで、残り半期を残してもうクリアしているということもお伝えをしておきま

す。 
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そして、教育研修事業全体の売上です。前年同期比プラス 7.5%の成⾧となりました。学校向けの

フォーサイト手帳が販売によりまして、これも毎年の話になりますが、例年どおり第 2 四半期の売

上高が大きくなっております。 

左下のグラフの教育研修事業の中の成⾧事業であります Smart Boarding が、前年同期比プラス

57.7%と大変高い成⾧になってまいりました。また、Smart Boarding の導入社数は、2024 年 3 月

末には 744 社になりました。これも、冒頭でお伝えしておりますけれども、2024 年 9 月期末、今

期末の中計目標 670 社に対して、進捗率 111%になりまして、残り半分を残してクリアをして、順

調に進捗しているという状況でございます。 
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このグラフは、2021 年 9 月から 2020 年 3 月までの RPA ロボパット DX と Smart Boarding の月

次売上高の推移となっております。青がロボパット、そして黄色は Smart Boarding です。当社の

この二つのプロダクトは SaaS 型のビジネスと捉えておりまして、この SaaS 型ビジネス、この二

つの商品、サービスを合算をしていきますと、2024 年 3 月の ARR は 30 億円になります。フォー

サイト手帳販売の季節性などもございますけれども、全体の売上の 6 割程度を締めるまでになりま

した。事業の大きな部分と言えると思います。 

従来のストック型ビジネスが 80%であるとお伝えしていますが、全体のストック型ビジネス 8 割

程度が、この SaaS 型ビジネスということになります。 

足元の単月の売上の昨年対比におきましては、27.5%の成⾧になっており、当社事業の利益率が

15%となっていることからも、SaaS の重要 KPI といわれている 40%ルール、売上成⾧率と営業利

益率の和、これが 40%を超えていることが、その重要な指標だよといわれているわけですけど

も、その水準に達しているというふうに認識している次第でございます。 

以上、私からは 2024 年 9 月期第 2 四半期のトピックス並びに業績についてご説明をさせていただ

きました。 

では、DX 推進事業については永田にバトンタッチします。永田くん、お願いします。 
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永田：それでは、DX 推進事業につきましては私、永田からご説明をさせていただきます。 

RPA ロボパット DX は、純国産 RPA として 2017 年 10 月にリリースをいたしました。そこから 6

年と少しの期間でグループ売上の半分を占める割合となっております。ロボティク・プロセス・オ

ートメーションとはその名のとおり、ソフトウェアのロボットにあらかじめ手順を設定すること

で、ロボットが皆さんの代わりにパソコンを操作し業務を行ってくれるという技術です。 

ユーザーはパソコンにソフトウェアの RPA ロボパット DX をインストールしてライセンス認証を

行うことで、簡単に利用できるようになります。ライセンス形態は基本的にパソコン 1 台、1 ライ

センス。料金は 1 ヶ月 12 万円、月ごとの契約でサブスクリプションモデルで提供しております。 

先ほど石川からもございましたけれども、導入企業数は 1,300 社を超えて、既存の導入企業から追

加ライセンス発注も順調に獲得できている状態です。 

RPA ロボパット DX は全社全部署が一斉に導入をするというケースよりも、まず一部の部署で導

入し、そこから複数の部署に広がっていくというパターンが多く、まさに顧客企業によって DX の

全社展開を成功していると言えるかと思います。継続率を示すチャーンレートも引き続き 1%台で

順調に推移しておりますので、ベースの収益がしっかりと積み重なり、強い収益体質に繋がってお

ります。 
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昨年発表されました、ITreview Best Software in Japan 2023、通称『ユーザーが選ぶ「最強 IT ツ

ール」ランキング』でロボパット DX は RPA のみならず全ジャンルの IT ツール、7,300 以上の製

品の中で第 1 位を獲得しました。トップ 10 には弥生会計さんとか、Notion さん、今使っている

Zoom、クラウドサイン、錚々たるツールがランクインされている中で、ユーザー目線の評価でそ

れらを上回る高評価をいただけたということは本当にありがたい限りで、あらためて顧客企業の皆

様に感謝をいたします。 

また、BOXIL SaaS AWARD でも、これは今年、先日発表されたばかりですけれども、3 年連続

RPA 部門第 1 位をいただきました。また導入事例セクションで、2 年連続で医療・製薬業界部門で

も第 1 位をいただきまして、かなり医療業界、病院さんでの利用ケースでノウハウがたまってきた

といえます。 

IT ツールの中でもこうしたご評価をいただけている要因を考えてみますと、その秘訣はやはり私

達 FCE グループの強みであり、テクノロジーとコンサルティング、この両方の力によって成り立

っていると考えています。 
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これまで従来の RPA では、IT スキルやプログラミングの知識を持っている人がロボットを作ると

いうことが前提となっていました。しかしそれでは業務について知らないという人が、その業務を

やるロボットを作るということになりますので、その構造が非常に効率が悪いというために、RPA

が普及する範囲が限定的になっていました。ロボパットにおいてはその構造的な問題を、RPA を

パーソナルなものにすると。このコンセプトで解決をしました。 

企業において、RPA で自動化する対象となるような事務作業というのは、実はその業務のやり方

そのものが日々変化していますので、例えば帳票が年度によって応じて少し変わったりとか管理表

の項目が増えたりするので、業務というのは日々変わっていくわけです。そのため、 RPA を活用

していく上では、一度ロボットを作って業務の自動化を行ったとしても、そのロボットを継続的に

修正していくということが大前提になってきます。 

しかし、RPA の活用がうまくいっていない企業さんの多くは、導入時こそは外部のエンジニアと

か、RPA のメーカーのサポートを受けてロボットを作成したというものの、それ以降自分たちで

業務自動化を進めることができず、業務フローが変更されたときにロボットの修正がうまくなされ

ずに、結局使えずに塩漬けになってしまっているという状況に陥っています。それを私達のロボパ

ット DX においては、日々業務を行っている人自身がロボットを作成しているという状況ですの

で、当然、業務の変更に応じてロボットを簡単に作り直すことができます。 
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業務の変化に柔軟に対応するためには、自ら作り、更新改善し、育てていけるということが必要に

なっています。ロボパット DX は従来の RPA と違って、徹底的にパーソナルな存在として使って

いただく、そういう要素が揃っています。 

まとめますと、スライドにありますとおり、大型のサーバーや重たい設備などが必要なく、パソコ

ン単体で利用することができます。そして、ロボットの作成にプログラミングの知識は全く不要で

あり、簡単なコツを覚えると誰でもロボットが作成できます。業務の変更に応じて自分のタイミン

グでタイムリーにカスタマイズすることができます。こうした特徴を備えています。 

 

さらに大きな特徴として、ロボパット DX はほかにはないワンストップでサービスが提供される

RPA というところにあります。 

RPA は単なるシステムではなく、業務を改善するためのツールです。そのため、使いこなすこと

ができれば、導入企業は十分活用できますけれども、その使いこなすことができなければ、そもそ

も導入した目的を果たすことができないということになります。 

ロボパットにおいては、高い商品力とサポート力でしっかりとお客様の満足を実現しています。ま

ず、難しいプログラムの要素を徹底して排除した、分かりやすく使いやすいツールである。そし

て、研修のノウハウを生かした丁寧なロボット作成方法の学習コンテンツや仕組み、そしてコンサ

ルティングのノウハウを持っての業務改善、組織改善のサポートです。これらが全てライセンス料

に含まれてワンストップで提供される。そのことによって、顧客の成果へと繋がっています。 
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他の RPA サービスにおいては、サポートがロボの作り方までしかないとか、あと部分的にしか提

供されていなかったので、サポートを全部受けようとすると別料金が掛かってしまう。そうした不

十分なサービス提供によって、トータルコストが高くなってしまうという傾向があります。ロボパ

ットにおいては、全てライセンス料に込みでワンストップで提供できる体制が整っているため、ト

ータルコストとしても小さく、コストパフォーマンスとしても高い満足度を得ています。 

RPA の活用を成功させるためのサポートというのは、単に RPA でロボットを作れるというスキル

を身に付けるサポートだけではなくて、自ら業務を改善し続ける人材、組織を育成するということ

が鍵になってきます。 

これは IT やシステム開発の分野とは全く違ったノウハウが必要になってきます。そうした人や組

織を変革するサポートを実績として持っているシステム会社や RPA メーカーというのは皆無であ

るため、またそのノウハウというのは一朝一夕で得られるようなものではないため、私達 FCE グ

ループの事業の大きな強みとなっています。 

 

ロボパットの現在の顧客企業は、直近の 2024 年 5 月現在においては 1,300 社を超えました。その

中身を見ますと、従業員数万人の大企業から社員 2 名のみの法人様まで様々な規模、あらゆる業種

に使っていただいています。これは情報システム部門がないような規模の会社でもロボパットを活

用できているということです。 
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従来の RPA では、従業員 1,000 名以上で、かつ IT リテラシーの高いごく一部の人に利用が限られ

ていたという RPA の壁をロボパットが乗り越え、企業規模、業種を問わず、自社で本当に使いこ

なせる RPA となることを実現した状況といえます。 

ロボパットは、その使いやすさとサービスによって日本企業約 180 万社、全てを対象とし、お使

いいただける状況ができています。今後もさらに業種特化した連携や、地域密着の拡大を継続し、

導入企業の中で DX の推進サポートを行うことで、企業内の活用が広がり、LTV（顧客生涯価値 ）

の更なる拡大を続けてまいります。 

顧客数が 1,300 社を超えている状態でも、IT ツールの中で第 1 位をいただけたということで、私

達の現在の商品開発、サポート、そして組織づくりのコンサルティングの方法が、顧客の開拓と満

足その両方を獲得するものであると確信をいたしました。 

日本の大企業から中堅・中小企業まで、速やかに人的資本を補う手段としてロボパットを提供す

る。そして、そのプロセスにおいて顧客の人材価値を確信し、人的資本を強化することを実現して

まいりますので、今後ともご期待ください。 

導入企業規模は円グラフのとおりです。大企業にもしっかりとご導入いただいている一方で、300

名以下の企業で 7 割を占めるほど、エンタープライズ（大手企業）のみならず、SMB（中堅中小

企業）の領域もしっかりカバーできているという実績になっています。 

特に、この 300 名以下の規模における RPA の導入は、大手 IT 企業さんや SIer さんにとって正直

あまり進出したくないマーケットであり、かつ後発 RPA メーカーにとっても効率的に導入サポー

トをするという体制を構築し難い領域ですので、ロボパットの強みが発揮されるマーケットとなっ

ています。 

仮に、従業員数 300 名未満の日本企業 173 万社に、現在の私達の企業単価である月額 16 万円を年

間に換算し掛け算をしますと、パーソナル RPA の潜在的な市場規模というのは、3 兆 3,200 億円

近くあるといえます。このマーケットこそが従来の RPA 市場だと認識されているやり方では攻略

できない、パーソナル RPA の市場であると捉えておりますので、このロボットのポテンシャルを

十分に引き出すべく、今後とも挑戦してまいります。 
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導入社数は、第 1 四半期に仕込んでおりました新規獲得の施策というのがしっかりと成果に結びつ

いている状況でありまして、この 24 年 9 月期第 2 四半期においては、72 社の社数を純増いたしま

した。それにより、2023 年 3 月末時点で 1,107 社だったものが、24 年 3 月末時点では 1,291 社

と、この 1 年間で 184 社の純増を果たしております。これは前年同月比で 16.2%の増加となりま

した。 

ARPU においては 23 年 3 月末時点での 15 万 7,887 円から、24 年 3 月末時点では 16 万 6,122

円、前年同月比で 5%の成⾧となりました。 
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今後の事業拡大戦略としましては、今期、横展開を大きなテーマとして掲げておりましたが、これ

までのところ順調に進捗をしております。地方展開ではあおもり創生パートナーズさんに続き、銀

行さんとの取り組みも広がる兆しが出てきております。さらに昨年 12 月にパートナー契約を結び

ました、東証プライム上場企業、ウィルグループの子会社、ウィルオブ・ワーク社さんとの取り組

みもより一層強固になりつつあります。 

このように、今後の販売戦略においては、単に IT 商材の RPA という打ち出しだけでは届かない企

業に向けて、ありとあらゆるルートで課題を解決する手段があるんだという情報をお届けしてまい

ります。 
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既存顧客内でのロボパット DX の定着も、指標の実績数値がしっかりと定着をしていることを示し

てきております。導入企業内でロボットを作成できる人材を育成するための、ロボパットマスター

認定プログラム、この認定者も順調に増えておりましてほぼ 2,300 名というところまで伸びていま

す。 

また、トップマネジメントセミナーというイベント等で成功事例を共有するという施策を行ってお

りますけれども、こちらの効果もあり、チャーンレートも年間を通じて 1%台で安定的に推移をし

ております。 
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また商品力についても、ロボパットは当然ながら、その機能性も引き続き進化しております。今期

初、2023 年 10 月に新バージョンとなるバージョン 1.5 をリリースいたしました。これは全体的な

GUI を刷新しまして、従来バージョンの正常進化の形で大幅に使い勝手が向上しております。 

この新バージョンの開発に当たっては、ユーザーモニター調査をなんと 100 名以上、計 300 時間

を超えるテスト結果を基に、それから日々集めているヘルプデスクで集めたユーザーの声、これも

反映しながら新機能の選考、ボタンデザインの配置などを綿密に検討し、実装いたしました。 

それだけではなく、ユーザーが自分に必要な機能を選んで追加することができるというライブラリ

機能も搭載しております。特に、これまでご要望の強かった通常の RPA ではなかなか操作しにく

い Google スプレッドシート、これちょっとコツがいるんですけれども、それを快適に自動化でき

る機能なんかをリリースしております。今後、ますますロボパットの進化にご期待をいただければ

と思います。 

それでは、私からの説明は以上となります。 
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尾上：最後に教育研修事業について、私、尾上から説明させていただきます。 

まずはじめに Smart Boarding です。Smart Boarding は転職者や新入社員の即戦力化のプラットフ

ォームです。単なる e ラーニングではなくて、LMS はもちろん、連動したライブレッスンもご用

意しておりまして、自社のコンテンツの実装なんかと合わせて、自社の階層別の最適な育成メニュ

ーを組むことができるツールになっています。まさにワンストップで育成から管理まで完結できる

ものです。 

従来の採用した人材の早期の戦力化、エンゲージメントを高めて離職を防止するといったニーズに

加えまして、リスキリングによる教育ニーズの高まりもあり、順調に導入先が今増えていっており

まして、現在は 740 社を超える導入数となっております。 
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先ほど申し上げましたライブレッスンですけども、このような形ですね。動画でインプット、ライ

ブでアウトプットの 2 段構えで早期の育成を図ることが可能で、今、月間 3,000 人もの方が常時参

加をいただいておりまして、人材育成のその仕組みとして活用いただいています。 
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続きまして、お客様からの非評価についてです。BOXIL SaaS AWARD でも人事・給与部門、e ラ

ーニング部門で連続受賞をいただいておりまして、大変ありがたいことに 2023 年の受賞もいただ

き、カスタマイズでナンバーワンの評価もいただきました。2021 年から 3 年連続となりまして、

結果、チャーンレートも 1%台と非常に低い水準を保つことができています。 

 

続いて導入実績ですけども、この 1 年間で 211 社の純増となりました。ARPU も 16%増となって

おり、順調に成⾧することができております。引き続き直販のみならず、OEM 提供にも注力をし

まして、成⾧を加速させてまいります。 



 
 

 

サポート 

日本   050-5212-7790    米国   1-800-674-8375  

フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 
32 

 

 

次に、1 月にグループ入りをした日本コスモトピアについて説明をいたします。コスモトピアの主

要商品は、公教育向けに展開する、みんなの学習クラブ、そして学習塾向けに展開する Selfee と

いったデジタル学習コンテンツが中心です。加えてカルチャーレストランという生涯学習の商品も

ございます。 

それぞれ導入する顧客数は学校で約 600、学習塾で 400 以上、そしてカルチャーレストランで 80

弱という数を保有しております。特に学校分野においては、当社も従来からフォーサイト手帳を中

心に展開をしており、営業連携においてシナジーを生む狙いもあります。 
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当社とのシナジーは短期的にはクロスセルを期待できるのですが、中期的にはパッケージ化を図っ

ていこうと思います。7 つの習慣 J や、フォーサイトの活用によって生徒の自立を育み、みんなの

学習クラブ、Selfee によって自立学習を促す。そうしたその教育メソッドとしてパッケージを作

ることによって、利用校増を図っていきたいと考えております。 
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今後 3 年間の計画です。1 年目は営業面での連携を強化し、クロスセルを開始しました。併せて商

品力強化への投資に関しても行ってまいります。また、コスト面に関しても、融合できる点を今、

整理をしていっておりまして、効率化を推進することで利益体質をしっかりと作り上げます。 

そして 2 年目からは商品連携やパッケージ化というものを促進していきまして、商品軸でもシナジ

ーを生み出し、顧客数、単価増を実現してまいります。3 年目以降パッケージの利用者増による飛

躍的な業績拡大を計画をしております。 

 

直近の統合に関してですけどもこのような状況になっております。既に営業連携に関しては開始を

しております。今後はオフィスの統合など、コストダウン効果も見込める取り組みを検討しており

ます。今後の成⾧にご期待いただければ幸いです。 
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最後、教育研修事業の最後は、FCE プロンプトゲートについてです。生成 AI のプラットフォーム

として、タレントの山崎怜奈さんをイメージキャラクターに起用し、名称を ChatFCE から FCE プ

ロンプトゲートと改称してリリースをいたしました。 
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FCE プロントゲートは、「『人』×『Tech』で人的資本の最大化に貢献する」という当社のミッ

ションに対して、生成 AI の活用、普及を目的とし、低迷する日本の労働生産性を劇的に高めるサ

ービスです。 

まだまだ日本において生成 AI の活用状況は他国に比べて遅れているともいわれています。そうし

た状況の中でも、世の中には生成 AI 関連サービスがあふれていて、何から手をつけていいか分か

らないっていう企業が多いのも現状です。その名のとおり、全ての企業が今後、生成 AI を当たり

前に使いこなす時代に向けて、その入口となる、そんなサービスにしてきいます。 

 

どんなことができるのか、その一部をご紹介すると、まずは基礎学習のコンテンツです。プロンプ

ト、つまりユーザーが入力する指示や質問というものは、その質によってアウトプットが大きく変

わってまいります。数学でも公式を使えば適切な解を得られるのと同様に、有識者と共に開発した

AI プロンプト 8+1 の公式を学び、知識ゼロから短期間に生成 AI を使いこなせる人材に育成する仕

組みがあります。 

次に、プロンプトの共有管理の機能です。生成 AI に関して組織的な活用はまだまだ。しかしなが

ら、一部活用している個人はいますっていう会社は結構多いです。しかしながら、そのプロンプ

ト、共有されていますか？とご質問させていただくと、されてない会社がほとんどなんですね。営

業の方とか業務手順など、多くの仕事が標準化されて品質の一定化に力を入れられているにもかか

わらず、この生成 AI のプロンプトに関しては属人化しているのがまだまだ現状です。 
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FCE プロンプトゲートが目指す姿は、生成 AI を組織に定着させて、継続的に進化し続ける土台を

作ること。そのために個人のノウハウを組織に共有する仕組みっていうものを重要視しています。 

また、導入後すぐに使える、もうすぐに現場で使えるテンプレートっていうものも 100 種類以上

用意をさせていただいております。 

 

FCE プロンプトゲートは企業向けにとどまらず、アカデミック版という形で学校領域にも同時に

リリースをさせていただいておりまして、既に早稲田摂陵様や、岡山学芸館高校様などにおいて導

入が開始をしております。これから続々とその学校での活用事例も生まれてまいります。 

当社は既に 1,100 校の顧客基盤がありますので、この基盤を生かして導入を加速させてまいりま

す。 
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今後の戦略です。まずは当社の営業基盤の活用です。当社の RPA ロボパット DX や、Smart 

Boarding の利用顧客などの法人顧客約 4,000 社と、先ほども触れましたが、フォーサイト手帳導

入校をはじめとする学校顧客、約 1,104 校への直販を先行開始しました。生産性改善というテーマ

性も同じく、早期導入が見込まれます。 

そして同時に、代理店網の構築を急速に行っております。全国に法人営業基盤を持つ企業とパート

ナー制度を組むことによって、拡大スピードを加速させてまいります。 

本格リリースしてから既に 1 ヶ月で、50 以上のその代理店見込みも積み上がってきておりまし

て、大変期待が持てる出だしです。今後の成⾧分野としてご期待をいただければと思います。 

以上で説明を終了いたします。ありがとうございました。 

 

司会：説明は以上でございます。 
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質疑応答 

 

司会 [M]：それでは質疑応答に移ります。ご質問のある方は、画面下の挙手マークをクリックして

ください。こちらでお名前をお呼びいたします。ご自身のマイクのミュートを解除してからご質問

ください。なお、ご質問の前に会社名とお名前をお願いいたします。 

それでは、ご質問のある方いらっしゃいますでしょうか。 

現在、質問が挙がっておりませんので、本日事前に頂戴した質問に関してご回答をさせていただき

ます。それでは事前に頂戴したご質問を読み上げさせていただきます。 

質問者 [Q]：リンクアンドモチベーション社が FCE 株式を 20%保有するとのことですが、新株発

行、第三者割当増資は行うのでしょうか。 

司会 [M]：石川さん、ご回答お願いいたします。 

石川 [A]：分かりました。新株発行を行うか行わないかという質問ですね。ありがとうございま

す。 

リンクアンドモチベーションさんとは、当社株式を 20%取得をしてもらい、持分適用会社となる

方針までは合意をしておりますけれども、資本提携の具体的な協議に関しては今後詰めていくもの

でございまして、現時点ではご説明をする状況は、なんら決定をしてございません。 

それが今時点でのお答えになります。 

司会 [M]：ありがとうございます。皆様、ご質問はいかがでしょうか。 

特に質問がないようですので、それではこの辺りで質疑応答を終わらせていただきます。冒頭お願

いいたしましたアンケートにつきまして、ご協力をお願いいたします。画面をそのまま閉じてしま

いますとアンケートが表示されませんので、退出ボタンをクリックした上で終了してください。セ

ミナーにご参加いただいたブラウザや機種によっては表示されない場合もあるようですので、ご容

赦くださいませ。 

それでは、以上をもちまして、2024 年 9 月期第 2 四半期決算説明会を終了させていただきます。

本日はご参加いただき、誠にありがとうございました。 

石川 [M]：ありがとうございました。 
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［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す 
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